
ボランティア団体 NPO法人社会還元センター 

       グループわ 里山和楽会 和和和 楽楽楽 会会会和和和 楽楽楽 会会会

春   夏 
 
冬   秋 

かがやきの森所在地 神戸市北区山田町下谷上字西丸山 

   里山和楽会連絡先 神戸市北区筑紫が丘８丁目３－１６（道満方) 

               TEL：０７８－５８３－３２２８ 

     管理所有 社会福祉法人 かがやき神戸 
    かがやき神戸 神戸市北区山田町下谷上字西丸山２０−３０ 

    TEL：０７８－５８２－５５４４       



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ボランティアグループ 
里山和楽会 

社会福祉法人 
かがやき神戸 

シルバーカレッジ１３期生 
生活環境コースで 
学んだ私たちは 

 
学んだ学習成果を生かし 

建学の精神 
「再び学んで他のために」の 

実践の場として 
 
 

放置された里山林 
「かがやきの森 東地区」を 

障害者と地域が一体となった
豊かな里山づくり 

 
子ども、高齢者、障害者も 

共に楽しめる散策コースづくり 
 

里山林を利用して障害者 
の仕事づくり 

里山林「かがやきの森 東地区」の整備と再生を目指し 
２００７年４月 里山和楽会を結成し活動を開始 

↓ 

２００９年４月 NPO法人社会還元センターグループわ 
 に加入し、現在に至る 

◇活 動◇ 
管理作業枠設置 
植生調査・管理作業 

環境整備 

◇目 的◇ 
・放置された里山林を整備・再生し、地域住民の憩いの場としての“心林”づくり(※)と持続的な里山林保全活動 
                                                                                                                     ※“心林“：自然を感じることのできる「心」をはぐくむ森   
◇目 標◇ 
・景観としては夏緑高林型の里山林、生物多様性保護、そして自然体験や環境保全の場としての里山林 

かがやきの森 東地区『里山林整備グランドデザイン』より 

◇計 画◇ 
グランドデザイン 
中期・年間計画 
日々の活動計画 

◇管理と検証◇ 
植生追跡調査 

管理作業追跡検証 
観察木の追跡調査 

◇見直し◇ 
管理作業 

グランドデザイン 
諸活動の見直し 

かがやき神戸 
地域住民 

連携とコミュニティづくり 

組織・チームは 
里山和楽会 

活動結果は 
記録・分析・検証 

全ての活動は 
学習・研修から 

活動の成果は 
外部にも発信 

活動計画の作成 
メールで事前通知 

かがやきの森で作業 

活動記録の作成 
メールで情報の共有 

作業前のミーティング 
準備体操 

昼  食 

ミーティング情報交換 

日々の活動 
原則として毎月曜日 
９：００～１４：００ 

活動のシステム 

１．活動の契機とめざすもの 

２．活動の目的・目標、活動のシステムと日々の活動 

かがやきの森と里山和楽会 

 「かがやきの森」は西丸山の一角で、か
つては谷上地区住民の生活を支えていた
里山であった。しかし、高度成長期には里
山の生活が一変し、里山林も放置雑木林
になった。 

 この「かがやきの森」の管理所有者かが
やき神戸が里山林として整備再生し、地
域住民の憩い場、散策道にしたいとの要
望があり、2007年当時、神戸市シルバー
カレッジで学んでいた13期生十数人で、
「かがやきの森 東地区」の里山整備作業
をおうけすることになった。 

 以来、里山林整備ボランティア活動も３
年を経過して、かつての里山林の景観が
少しずつ見えてきた。 

 私たちは、この里山林を生物多様性保
全の、地域住民の“心林”、そして“故郷の
森”になるように、これからも地道な活動を
続けたい。 

       里山和楽会代表 道満 俊徳 



３．里山和楽会の主な活動 

植生調査・保全木マーキング 
 整備作業に入る前に植生調査を行い、保全す
る樹木にはマーキングをして、誤伐採のないよう
にしている。 

 また、整備作業後の効果を検証するために、植
生の経年調査や観察木を選定して、定期的に四
季の変化を観察し、散策マップや図鑑の作成を
目指してデータを収集している。 

活動の外部へ発信 
 私たちは、多くの方々の指導・支援をうけて
活動している。そこで機会があれば活動を外
部の方々に発信して、指導・助言をさらに求
め、向上したいと考えている。 

 2009年度は、兵庫県立人と自然の博物館
で行われた「生物多様性里山戦略推進研
修」や神戸市シルバーカレッジ生活環境コー
スの授業で活動の一端を発表した。 

小学生の環境学習支援 
 「かがやきの森」は、住宅地に接したいつま
でも残したい貴重な里山林で、谷上から森林
植物園に通じる山田道に隣接している。この
環境を活用して2008年から毎年、広陵小学校
３年生を対象に環境学習支援を行っている。 

 今後とも継続して取り組んでいくが、できれ
ば広陵小学校だけでなく、近隣の小学校への
働きかけも検討したい。 

地域社会とのコミュニティづくり 
 活動の大きな目標に「地域社会とのコミュニ
ティづくり」がある。 

 2007年の秋から、毎年かがやき神戸主催の
「地域ふれあいまつり」に参加し、地域の人々
との交流を深めている。2009年度は新型イン
フルエンザ流行のため、「まつり」は中止され
たが、今後も積極的に参加し、活動の成果を
何らかの形で還元したい。 

環境整備・堆肥づくり 
 誰もが散策できるように遊歩道を整備、また遊
歩道沿いには道標や樹木の名札なども整備し、
目的である“心林”のための環境整備を推進して
いる。 

 また、落ち葉を利用した堆肥づくり、果樹園の
散水のために雨水利用施設を設置するなど、自
然の恵みを生かした取り組みも進めている。 

整備作業：樹木伐採・林床整備等 
 「かがやきの森 東地区」は、約３ヘクタールあ

り、2007年４月から、５つの区域に分け、夏緑高
林型の“心林”を目標に整備作業を行っている。 

 2010年３月末段階で全体の約３分の１が終了
しつつあるが、今後、さらに３年間ほどかけて第
一次の整備作業を終了させる予定である。 
 



４．かがやきの森東地区概観図 
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春は 
アセビ、タムシバ、 
コバノミツバツツジ 
ヤマザクラ、カスミザクラ、 
ウワミズザクラ、ヤマツツジ 
・・・・・・・の花咲く里山林 

夏は 
ホオノキ、ヤマボウシ、 
コアジサイ、ソヨゴ、ネジキ 
リョウブ、・・・・・・の花 
そして 
緑いっぱいの里山林 

秋は 
イタヤカエデ、イロハモミジ、 
ウリカエデ、エンコウカエデ、 
コナラ、アベマキ、 
クリ、・・・ 
紅葉とドングリの里山林 

冬は 

典型的な夏緑高林型の見通
しのきく、 

ジョウビタキ、ルリビタキ等の
冬鳥が、時には雪化粧も 
見られる里山林 
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アクセス 
☛谷上駅より山田道で徒歩  
  約３０分 
☛谷上駅より阪急バスで 
  小倉台４丁目下車 
  徒歩約５分 

調整池 
小倉台６丁目 

2009年度 
第一次整備終了 

2008年度 
第一次整備終了 

2010年度 
第一次整備実施中 

里山和楽会 
2010年10月発行 
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